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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,7121 3,7297 0,47% -3,79% 3,1210 3,9672

対円 JPY 29,91 29,77 -0,47% 4,27% 35,13 27,63

対ユーロ BRL 4,3267 4,3669 0,93% -3,60% 3,8531 4,6831

対ドル JPY 111,05 111,04 -0,01% 0,25% 104,56 113,39

対ユーロ JPY 129,45 129,99 0,42% 0,49% 124,62 137,50

Index 79.866 80.276 0,51% 10,33% 88.318 69.069

bps 211,70 211,83 0,06% -21,60% 285,83 142,50

% 11,04 11,06 0,18% -5,27% 12,40 9,43

% 6,62 6,63 0,08% -3,00% 7,88 6,21

% 2,3424 2,3424 0,00% 0,28% 2,3691 1,6959

Index 194,16 195,75 0,82% -2,31% 206,95 187,35

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日のドルレアルスポット相場は、各国の金融政策決定会合を控えて動意薄の展開。グローバルにドルは

やや軟調となったものの、レアルは反落し、３．７２台後半で取引を終えている。ブラジル中銀は本日から２日

間の日程でＣＯＰＯＭを開催。昨日公表された週次サーベイ（ＦＯＣＵＳ）では、政策金利の年内見通しが現状

の６．５０％で据え置かれており、波乱はない見通し。元中銀理事のＬｕｉｚ Ｆｉｇｕｅｉｒｅｄｏ氏も昨日行われた電話

インタビューにおいて、「ブラジル国内の穏やかな成長と大規模ストライキによる一時的なインフレ率の上振れ

を考慮すると、金利据え置きが正当化される」と発言。また、①ストライキのインフレ率への影響が１回限りであ

るという前提では、インフレ期待はよくコントロールされている、②大統領選の期間中は、可能な限り政策金利

の変更に動くべきではない、③大統領選を巡る不確実性を踏まえると、成長率がポジティブな方向に振れる

可能性は低い、④中道政党から支持を得たことで、Ａｌｃｋｍｉｎ氏が有利に選挙戦を進める見通し（副大統領に

誰を選出するかは重要ではない）、などの見解を示している。ブラジル大統領選を巡っては、多くの世論調査

で支持を得ているＪａｉｒ Ｂｏｌｓｏｎａｒｏ氏が昨日テレビに出演し、経済政策に関する質問に対して、「経済ブレー

ンであるＰａｕｌｏ Ｇｕｅｄｅｓ氏に委ねる」と改めて発言。「同氏が自身のチームから離脱した場合の対策」という

プランＢは全く想定していないとし、「任期を全うしてくれる」との自信を示した。


